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１．はじめに 

2020年3月、世界保健機構（WHO）は新型コロナウイルス感

染症が世界的なパンデミックになっていると宣言し、日本におい

ても同年4月には第１回目の緊急宣言が発出されている。未知の

ウイルスの流行は人びとのオリエンテーション欲求を高め、積極

的な情報行動を引き起こしたと同時に、断続的にデマなども生み

出してきた。本研究はCOVID-19パンデミック下の地方都市にお

ける情報行動の一端を探索的に分析したものである。 

 

２．先行研究 

2.1  COVID-19パンデミック下の情報源調査 

第1波の最中となる2000年3月にはすでに東京大学大学院医

学系研究科が全国の労働者を対象とするオンライン調査 [1] を

実施していて、新型コロナウイルス感染症関連情報の入手源につ

いて質問している。2020年4月には、野村総合研究所（NRI） [2] 

が新型コロナ禍における情報行動について調査を行い、翌月5月

には総務省 [3] も同様の調査を実施していて、その後も研究機

関[4]や民間企業等も含めて情報行動に関する社会調査が実施さ

れている（１）。 

先行調査において、新型コロナウイルス感染症に関する情報の

情報源として最も利用されているのがテレビで、どの調査におい

ても9割前後の使用率を示している。新聞の使用比率はどの調査

でも3割前後とそれ程多くない。テレビに続いて多いのがインタ

ーネット記事（ネットニュースなど）であるが、調査によって3

割から8割と結果に幅があり、質問の仕方などで回答が変わって

いる可能性も示唆している。政府や地方自治体などの行政系HP

については、1割から3割程度と、やや幅がある結果を示してい

る。SNSについては以外と少なく、どの調査でも2割程度であっ

た。友人・知人からのクチコミについては、質問項目にない調査

もあったが、2割から3割程度の使用比率を示していた。 

 

2.2  情報源の信頼性 

野村総合研究所 [2] や総務省 [3] の先行調査では、情報源の

みならず、情報源となるメディアの信頼性についても調査してい

る。信頼度の比率は調査によって異なるが、NHK、民放テレビ、

新聞、政府系サイトの信頼度は非常に高い群にまとまっていた。

インターネットのニュースサイトなどは４割程度、SNS は最も

低い傾向も共通していた。 

これらの結果から垣間見られるのは、マスメディアとしての

NHK、民放、新聞への信頼性は高い傾向を示しながらも、政府系

サイトへの信頼度もマスメディア並みに高い傾向にあった。しか

しながら政府系以外のインターネット経由の情報については、ネ

ットニュースで４割程度、SNSは2割程度の信頼度であった。 

 

2.3  情報源と行動変容 

新型コロナウイルス感染症関連情報の情報源と人びとのメン

タルヘルスや行動変容との関連について分析した研究も発表さ

れている。東京大学の調査結果 [5] では、新型コロナウイルス関

連の情報源において、テレビ使用とWeb サービスの使用の２つ

の手段においてのみ、不安感との相関を見出している。 

東北大学の研究チームは、新型コロナ禍での４種類の予防行動

（｢マスク着用｣・｢部屋の換気｣・｢ソーシャルディスタンス｣・｢人

混みを避ける｣)と情報源の利用との関連性を調査している [6]。

研究結果では、｢医療従事者｣・｢専門家｣・｢政府・自治体｣・

｢Twitter｣・｢ネットニュース｣・｢テレビ(ニュース)｣を情報源とす

る人びとは、４種類中の２種類の予防行動を守る割合が高い結果

を示していたという。 

これまでレビューした先行調査や先行研究のほとんどが全国

調査であり、地方の実態を反映しているとはいえない部分がある。

また、先行調査の多くは、情報源選択と回答者の特性に関する詳

しい分析はなされておらず、年代などの基本属性との関連性しか

見出していない。本研究は地方都市・高知市住民を対象とした調

査結果をもとに、新型コロナウイルス感染症関連情報の情報源と、

情報源を選択する人びとの特性について探索的に分析するもの

である。 

 

３．方法 

本調査で使用したデータセットは、第3波に重なる2020年11

月から2021 年2 月末に実施した『緊急アンケート：新型コロナ

禍における社会的支援』によるものである。高知市在住者 2004

人へ調査協力を郵送し、Google Formで作成した質問票へ回答し

てもらった。有効回答数は328（回答率16.4％）であった。質問

内容は、新型コロナ関連ニュースの情報源、新型コロナ禍での困

難性（２）や心理的ダメージ（３）、親しい相手の人数・関係性・属性・



 

ソーシャル・サポート、そして、回答者の社会的属性である。 

 

４．結果・分析 

4.1 結果 

回答者の性別構成は、男性44.5％、女性55.5％で、年代構成は

20代・8.2%、30代・15.2%、40代・26.8%、50代・21.3%、60代・

20.1%、70代・8.2%であった。 

今回の分析対象とする情報源（高知新聞（地元紙）、全国紙、

テレビ、ラジオ、ネットニュース（Yahoo!ニュースなど）、高知

県などの行政HP、SNS（TwitterやFacebookなど）、友人・知人

からのクチコミ、その他）の使用率については図1を参照のこと。

複数の先行調査結果と比較したグラフとなっている。 

 

4.2 分析 

(1) 従属変数 

新型コロナウイルス感染症関連情報収集に利用した情報源に

ついて「0: 使用しない,  1: 使用した」で質問している。 

今回の分析では、回答者における使用率が2割以上8割未満であ

った地元紙、ネットニュース、行政系 HP、SNS、クチコミを従

属変数とする。 

(2) 独立変数 

分析における独立変数は、回答者の社会的属性、周囲の環境と

なる同居家族員数およびパーソナル・ネットワーク構造尺度であ

る。さらにパンデミック下で感じた困難性や心身ダメージとの相

関についても分析する。独立変数の基礎統計量は表1の通り。 

(3) 二項ロジスティック回帰分析結果 

二項ロジスティック回帰分析結果を表3に示す。 

〔1〕 高知新聞（地元紙）の分析結果 

属性面でみると、女性の60代以上で、社会経済的地位（４）の高

い人ほど、地元紙を情報源として使用していた。 

〔2〕 ネットニュースの分析結果 

60 代以上はネットニュースの使用が少なく、社会経済的地位

は高いほうがネットニュースを使用する傾向にあった。個人を取

り巻く環境条件としては、親族比率が高く、ジェンダーホモフィ

リー（５）の高いコアネットワーク（６）を保持する人ほど、ネットニ

ュースを使用していた。また、新型コロナ禍で感じる困難性と正

の相関を示していた。 

〔3〕 行政系HPの分析結果 

高知県などの行政のサイトを情報源とする人は、社会経済的地

位の高い女性が多いが、20 代は少ない傾向にあった。環境面を

みると、同居家族が多く、コアネットワークの規模も大きく、異

性とのつながりも多いほうが行政サイトを利用していた。 また、

行政系 HP の使用と身体不調感が統計的に正の相関を示してい

た。 

〔4〕 SNSの分析結果 

SNS に対しては、年代のみが統計的に有意で、40 代と比べて

50代以上で使用が少ない傾向にあった。 

〔5〕 クチコミの分析結果 

クチコミに対して最も強く相関していたのがコアネットワー

クの規模であり、つながりの多い人ほどクチコミを情報源として

いた。10%水準で有意傾向を示していたのが、女性ダミーと50代

ダミーであった。また、同様に、困難性も有意傾向を示し、正の

相関を示した。 

 

５．考察 

(1) 個人属性の効果 

今回の分析結果として概ね共通していたのは、女性のほうが積

極的に今回取り上げた情報源を使用している点であった。新型コ

ロナ禍は多くの人びとの行動を制限し、自宅へ縛り付けたことが、

家庭生活の中心となる女性の関心を高めたと考えられる。 

年代の効果としては、マスメディアの新聞は60 代以上の高齢

者の使用が多く、一方のインターネットメディア系は 60 代以上

で使用が低下する傾向が見られた。若年層の新聞離れと、高齢者

層の ICTへの苦手意識が反映されたものと考える。 

新聞、ネットニュース、行政系HPにおいては社会経済的地位

が正に相関していた。高い教養をもつ人ほど能動的に情報収集行

動をとったのだと考えられる。 

(2) 環境要因の効果 

地元紙および SNS に対する環境要因の影響は見られなかった。

ネットニュースに対しては、親族比率が正に、ジェンダー EI 

Index（７）は負に相関していて、多くの親族と親密な付き合いをし

ている人ほど、いつでも確認できるネットニュースを使用する傾

向にあり、共通の話題として情報収集している可能性を示してい

た。 

行政系HPのみ同居家族員数と正に相関し、他の条件が一定の

場合、家族員が一人増えると行政系HPを使用する確率が1.3倍

（Exp (B) =1.258）増える。またコアネットワークの規模も正に相

関していて、コアネットワークメンバーが一人増えると、他の条

件が一定の場合、行政系 HP を使用する確率が 1.1 倍（Exp 

(B)=1.129）増加する。ジェンダー構成では異性比率が高いほど行

政系HPを使用する傾向にある。これらをまとめると、30代以上

の女性で、社会経済的地位は高く、同居家族員数も多く、コアネ

ットワークの規模も大きくて異性構成比の高い人物ほど行政系

HP を使う傾向にあった。つまり、比較的経済的に余裕のある複

数員で構成される家族のなかで主婦役割を担う女性が、信頼性の

高い情報収集のために積極的に行政系サイトを使用していたの

ではないか、特に子どもなどに関わる情報取集に使用していたの

ではないか、と考えられる。 

クチコミに対しては、コアネットワークの規模のみが正に相関

していた。親しい相手が一人増えると、他の条件が一定の場合、

クチコミを使用する確率が1.2倍（Exp (B)=1.211）増加する。親

密なパーソナル・ネットワークの規模が大きいほど、クチコミで

の情報流通が活発化することは先行研究 [7] と整合的である。 

(3) 情報行動と心身ダメージとの相関 

心身ダメージにおいては、「身体不調感」のみが行政系HPを

正に相関していた。これは、身体不調感をもった人ほど、信頼性

の高い情報を求めて、行政系HPを使用したと考えられる。前述

の考察を踏まえると、行動制限のある不自由な生活のなかで、テ

レワークも含め在宅で過ごす時間が大幅に増えたため、主婦など

の負担が増加し、身体不調感を感じる人も多くなったのではない

か。そのようななかでも、家庭を守るために、主婦を中心とする

女性たちが積極的に情報収集に取り組んでいったと考えられる。 



 

困難性については、ネットニュースとクチコミとに正の相関を

示した。困難性を感じた人ほど、親族を含めた親しい人との話題

収集として、柔軟な情報収集を可能とするネットニュースを積極

的に選択したと考えられる。また、新型コロナ禍で感じた困難性

は親しい人と共有すべき話題となるため、クチコミとの相関を示

していたのだろう。 

 

６. おわりに 

本研究では、新型コロナ禍の地方都市における情報行動の一端

を探索的に分析した。高知市住民を対象とする社会調査で収集し

たデータを分析した結果、マスメディアである新聞では60 代以

上の高齢者が選択する傾向がある一方で、インターネット経由の

情報源については60 代以上の高齢者は避ける傾向が見られた。

また、複数の家族と同居する女性ほど、信頼できる情報を求めて、

行政系HPを使用する傾向が高かったが、身体不調感を感じる人

も多い傾向にあった。困難性を感じる人たちは、親しい相手との

話題のためにもネットニュースを積極的に使用すると同時に、ク

チコミにも積極的であった。SNS に対しては、50 代以上の使用

が少ないこと以外の要因は見出されなかった。 

 今回の研究はあくまでも探索的なものであるが、地方における

情報発信を考えるうえで、どのような情報チャネルを選択すべき

かを検討する上で、役立つ知見を提供できたのではないかと考え

ている。情報源と行動変容との関係性などについては、今後の課

題としたい。 
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注 

(1) 先行調査結果の一部は、本調査結果と合わせて、図1にまとめた。 

(2) 困難性の変数として、株式会社ﾈｵﾏ ｹーﾃｨﾝｸﾞが2020年6月5日～6月8

日にかけて実施したｲﾝﾀｰﾈｯﾄ調査『afterコロナのお困りごとに関するアン

ケートモニター調査』iResearch HP（ｱｸｾｽ：2020.8.24 (https://monitor.i-

research.jp/report/life/report180.html）を参考にした13項目（4件法）の平均

値を投入している。 

(3) 心身ダメージの変数には，松浦ほか（2012）による「心理的ストレス

反応尺度」で分類された「抑うつ感」「易怒感」「疲労感」「身体不調感」

（各3項目で構成；4件法）の合計値を使用。 

(4) 社会経済的地位（SES）には、回答者の教育年数，仕事（0：無職，1：

非正規，2：自営・正規），年収（0：なし～6：1101万円以上）を主成分

分析して得られた主成分得点を使用。 

(5) ホモフィリー（homophily）とは、似た者同士の接触は、似ていない者

同士の接触よりも高い確率で起こるという原理である [8]。 

(6) コアネットワーク（core networks）は、特定の個人が繋がっている「重

要な事柄」を「相談する」相手の集合であり、親密性のパーソナル・ネッ

トワークの一つと考えられている。 

(7) EI Index とは、External (ここではエゴと異性のアルター数) からInternal 

(ここではエゴと同性のアルター数) を引いたものを、アルター合計数で割

った値。E-I Indexはホモフィリーの指標でもあり、-1はアルターすべてが

同性であり、+1はアルターすべてが異性であることを意味する。 
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図 1 新型コロナウイルス感染症関連の情報源  

注）NRI は「重要視する情報源」を質問している 



 

 

 

表 1 独立変数の基礎統計量  

 

 

表 2. 各情報源を従属変数とする二項ロジスティック回帰分析結果  

 

 

M SD Min Max N M SD Min Max N

女性ダミー 0.55 0.498 0 1 328 規模 3.52 2.627 0 20 328

20代ダミー 0.08 0.275 0 1 328 密度 0.48 0.429 0.00 1.00 328

30代ダミー 0.15 0.360 0 1 328 親族比率 0.19 0.324 0.00 1.00 328

40代ダミー（ref） 0.27 0.444 0 1 328 ｼﾞｪﾝﾀﾞｰEI-Index -0.53 0.568 -1.00 1.00 328

50代ダミー 0.21 0.410 0 1 328 抑うつ感 5.55 2.254 3 12 328

60代ダミー 0.20 0.402 0 1 328 易怒感 4.58 1.920 3 12 328

70代ダミー 0.08 0.275 0 1 328 疲労感 4.73 1.965 3 12 328

社会経済的地位 0.00 1.000 -2.22 2.19 328 身体不調感 5.41 2.299 3 12 328

同居家族員数 2.85 1.415 1 9 328 困難性 0.00 1.000 -2.23 2.97 328

地元紙 ネットニュース 行政系HP SNS クチコミ

B

(SE)

B

(SE)

B

(SE)

B

(SE)

B

(SE)

定数  -1.80 ** 1.55 *  -2.12 **  -1.46 *  -2.24 **

(.667) (.737) (.712) (.704) (.695)

属性 性別 女性ﾀﾞﾐｰ .86 **  -.39 .81 *  -.32 .51 +

(.289) (.315) (.314) (.313) (.295)

年代 20代  -.52  -.87  -1.32 * .54 .44

[参照：40代] (.504) (.570) (.569) (.482) (.482)

30代  -.65  -.67  -.68 .41  -.22

(.412) (.483) (.423) (.403) (.426)

50代 .51  -.61  -.13  -.73 + .70 +

(.361) (.450) (.373) (.419) (.380)

60代 1.53 ***  -1.00 *  -.17  -1.65 **  -.33

(.399) (.451) (.409) (.521) (.423)

70代 2.03 **  -2.14 ***  -.96  -1.43 *  -.40

(.597) (.608) (.753) (.686) (636)

社計経済的地位 .49 ** .27 + .61 ***  -.26  -.14

(.143) (.156) (.154) (.158) (.144)

環境 同居家族員数  -.10 .10 .23 *  -.12 .08

(.100) (.111) (.106) (.110) (.104)

規模 .05 .02 .12 * .08 .19 ***

(.055) (.060) (.053) (.056) (.054)

密度 .17  -.48  -.10  -.17  -.23

(.314) (.355) (.337) (.361) (.330)

親族比率 .46 .99 *  -.22  -.68  -.27

(.417) (.479) (.448) (.540) (.451)

ｼﾞｪﾝﾀﾞｰEI Index .06  -.54 * .56 *  -.20  -.28

(.244) (.267) (.264) (.282) (.269)

心身ﾀﾞﾒｰｼﾞ 抑うつ感 .06 .06 .04 .03  -.04

(.078) (.088) (.083) (.091) (.081)

易怒感 .05  -.01  -.12  -.03  -.03

(.101) (.119) (.105) (.113) (.101)

疲労感 .03  -.13  -.10 .16  -.05

(.101) (.111) (.110) (.112) (.102)

身体不調感 .04 .05 .23 * .04 .12

(.082) (.097) (.089) (.090) (.085)

困難性  -.02 .47 ** .08  -.07 .32 +

(.158) (.182) (.169) (.183) (.170)

Nagelkerbe R2乗 .249 .221 .240 .164 .203

N 328 328 328 328 328

注）　***: p  < .001, **: p  < .01, *: p  < .05,  +: p  < .10


